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信 田 ドリア ン・タワール村 の生活世 界

No.26

ポ テ ー(Poteh)はPanglimaKecilの 称 号保有者 である。非常事態宣言期 には,連 邦

軍側 の兵士 として闘った ことが ある。 また,バ テ ィン ・ジ ャング ッ トと同様 に 「助産

師(bidan)」 で もある。1991年 に妻 を亡 く して以 来,娘 ドゥラ ッ(Derak)と 息 子 ル

ス ィ(Resi)と 生 活 してい る。村 にいる間は,ゴ ム採 液業 で生計 をたてて いるが,工

事現場 や ゴル フ ・リゾー トの掃 除の仕事 な ど村 の外 で現金収入が得 られる仕事が ある

と,す でに老年 の身なが ら若者 たちに混 じって出かける。 ゴム採液業 や換金作物栽培

の ような計画性 のある生業 とい うよりも,そ の時々の状況 に応 じて生業 を転換 してい

く生業 のや り方 である。体力が あ り多少 とも無理が利 く若者が行 な うのであれば 自然

な ことだが,ポ テーの ような世代 の者が その ような不安定 な生業形態 を とっているの

は ドリア ン ・タワール村で は奇異 に見 える。彼 らの息子 であ るカナ(Kana)や ヤ ッ

プ(Yap),ル ス ィな ども父 ポテーの生業 形態 を模 倣 してい るのか,同 様 の方法で生

計 をたてる傾 向にある。彼 らに とっては,ゴ ム採液業 とい うのは積極 的な収入源 とい

うよりも,「 仕事 」が得 られなかった時 に現金 を得 るための 「保 険」 的な生業 にす ぎ

ない。ポ テーやル ス ィが ゴル フ ・リゾー トの清掃 の仕事 で村 を離 れて いる時,ド ゥ

ラ ッが1人 で ゴム採液作業 を行 なっていた。

こうした生業 のあ り方 は,バ テ ィン ・ジ ャングッ トな どが理想 とす る ゴム採液業や

ドリア ン収穫 を中心 に した定住型 の農業 開発 とは,そ の指向性 を異 に してい る。 ポ

テーの父親 カ リムはバ テ ィン ・ジ ャングッ トやジェナ ン ・ミサ イの母 イ ンタ ンやム ン

トゥリ ・レワ ッ トのキ ョウダイであ り,ポ テー とバテ ィン ・ジ ャングッ トとはイ トコ

関係 にある近 しい親族 だが,両 者 の生業形態 にはかな りの違 いが 見 られる。

「その後」,ポ テーはキ リス ト教へ改宗 して,村 のキ リス ト教改宗者 たちの リーダー

となった。
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No.27

ボ ロ ッ(Bolok)は ポ テーの実兄 であ る。「耳が遠 い(ρ θ肋ん)」。世 帯調 査当時,ト

ウガ ラシ(lada)の 栽 培 を細 々 としてい て,ド リアン収穫 による収 入 も少 なかった。

ゴム採 液作業 は していなか った。 ル ンバ ウ(Rembau)に 婚 出 してい たが,妻 が亡 く

なってか ら,村 に帰 って きていた。娘 は妻 の村 に住 んでいる。 プル タンの保健所 に 自

転車 で無料 の薬 をもらいに行 くのを 日課 に していた。生活 に困っているのを見 かねた

村 び とが,と きどき彼 に現金 を与 えていた。食事 はポテーの家 で食べ た り,ア ジ ョイ

の家 で食べ た りしていた。

No.28

ア ジ ョイと妻 クボー(Keboh)と は イ トコどう しであ る。 アジ ョイはNo.10の ム ン

タッの息子 で,ク ボーはNo.29の ス ラ ッ(Surak)の 娘 であ る。 アジ ョイ夫婦の息子

ミサルはNo.6の ハ ドと結婚 してい るが,ハ ドとアジ ョイは同一母系出 自集 団の成員

である。結果 的に,二 つの集 団の問で交換婚が行 なわれた ことになった。 アジ ョイは

結婚 時にPanglimaKecilの 称 号 を与 え られた。

アジ ョイは ティカ ッ派で あ る。30%く らい の コミッシ ョンを支払 ってテ ィカ ッの

ゴム園で採液作業 している。 この ように,テ ィカ ッとの問に経済 的なパ トロ ン ・クラ

イア ン ト関係が ある。
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世帯調査 当時,ク ボーの父 スラ ッは健在 であったが,彼 が かつ て開拓 した ドリア ン

果樹 園のために,ア ジ ョイの家 の ドリア ン収入 は村 で上位 に位置 していた。 その理 由

として,妻 方 の ドリア ン果樹 園に,ア ジ ョイの持つ(親 か ら受 け継いだ もの も含 めて)

ドリア ン果樹 園が加 わってい るこ とが挙 げ られ る。子供 たち も多 く,大 家族 であ る。

既婚 した娘 たちの世帯 の収入 は普通 であ るが,娘 たちの世帯 は独立 していないので,

そ れぞれを合計 してアジ ョイの世帯 として集計す る とゴムや ドリア ンの収入 は必然 的

に多 くなった。娘 たちの夫 たちはスラ ンゴール州 の同 じ村 の出身である。

娘 が少 し 「狂気 の状 態(gila)」 に なったの は,バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トに よって

仕掛 け られた邪術 のせ いだ とテ ィカ ッが噂 を流 した ことが ある。

No.29

ス ラ ッ(Surak)は ポ テー らの兄 であ り,ア ジ ョイの妻 クボーの父 であ る。かつ て

は,PanglimaTuhaの 称 号 を保 有 していた。「ビラ ッ(bilak:罠 の 一種)」 の仕掛 けを

作 ってい る時 に,左 腕 に怪我 を したた め左手 が曲が っていた。妻ス ダ ン(Sedan)は

か つてバ テ ィ ン ・ドゥラマ ンの妻 であ ったが,バ ティ ン ・ドゥラマ ンの亡 き後,ス

ラ ッの イ トコと再婚 した。 その後,ス ラ ッと再婚 した。彼 らの結婚 は,ス ンバ ンの事

例 としてバハ ロン(Baharonl973)が 取 りあげてい る。ス ダンはNo.15の モ イェムの

イナ ッ(inak:母 方 のオバ)に あ たる。 またNo.53の エ ンタ ッ(Entak)は,実 の娘

である。彼女 たちの関係 をた どってみる と,バ テ ィン ・ドゥラマ ンとバ テ ィン ・ジ ャ

ング ッ トの問に姻族 関係が認 め られる(図12参 照)。

エ ンタ ッ夫婦(No .53)の 息 子 アチ ャップ(Achap)が 養 子 に なっていた。ス ダ ン

か らす れば,孫 であ る。養子の理 由は,ス ラッの息子 がエ ンタッの夫 サキ ッ ト(Sakit)

に連 れ られて森 に出かけた際に,行 方不 明になった事件 にあった。サ キ ッ トはスラ ッ

の息子が行方不 明 になったので,そ の こ との詫 び と 「賠償(gantirugi)」 と して,自

分 の息子 であるアチ ャップをスラ ッの養子 に したのである。
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1BatinDeraman

2Sedan

3Entak

4Moyem

sBatinJanggut

図12バ ティン・ドゥラマンとバティン・ジャングットの姻族関係

No.30の 娘 ス リ(Suri)は イ スラームへ改宗 した。孫娘 の1人 も両親 に従 いイスラー

ムへ改宗 したが,残 る2人 の孫娘 は改宗せず スラ ッの家 に住 んでいた。 ドリア ン果樹

園の一部 はス リに与 えていたが,イ スラーム改宗 を理 由に とりあげた。改宗 しなかっ

た2人 の孫娘が ドリア ン収穫 時に働 いていた。

ゴム採 液作業 はアチ ャップが行 な うのみであったが,彼 は 自分 の稼 ぎのほ とん どを

酒代 などに使 って しまってい た。世帯調 査当時,ス ラ ッは75歳 の老齢 に もかか わ ら

ず 日雇 い労働 を行 な って いた。そ のほかの収入 源 は,ド リア ン収穫 時の収入 のみ で

あ った。生活 はか な り困窮 してい るようであ った。1998年4月 にブキ ッ ト ・パ ヨン

村(Kg.BukitPayong)の 女 性 と結婚 してか ら,ア チ ャップは真面 目に働 くようになっ

た。アチ ャップはかつてイス ラーム改宗 を決意 して直前 で取 りやめ たこ とがあった。

娘 ス リ夫婦 は生活 の困窮 か らイスラームへ改宗 した。

ドリア ンの季節,華 人 の仲 買人 か ら 「イスラームに改宗す れば楽 なのに」 とか らか

われ,「 俺 ら 『異教徒/無 宗教者(kafir)」 は イス ラーム(マ レー人)に は(本 当の意

味 では)な れない」 と言 ったスラ ッの発言 は印象 的である。彼 は豚 肉な どイスラーム

で禁止 されてい る食物 を食べ てい るオ ラ ン ・アス リ,し か も貧 困に窮 してい るオラ

ン ・アス リが マ レー人(ム ス リム)に なれるわけが ない と言 っていたのである。 それ

は,名 ばか りで もムス リムにな り,施 しを受 けている娘夫婦 に対す る強烈 な批判 で も

あった。

「その後⊥ スラ ッは亡 くな り,ほ どな くして,妻 のスダ ンも亡 くなった。 アチ ャッ

フ.は,妻 の村 に移住 した。 キ リス ト教へ改宗 した とい う噂 を聞いた。 ブキ ッ ト ・パ ヨ

ン村 はキ リス ト教徒(カ トリック)が 多 い村 として知 られている。
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No.30

ス ィ ウ(Sieu)は1997年3月 に イス ラームへ改宗 した。妻ス リがス ィウに先だ っ

てイスラームへ改宗 した。 スラ ッ夫婦 と同居 していたが,イ スラーム改宗 に先立 って

得 た最貧民 用の家屋 プロジェ ク トの援 助 を受 けてか ら,新 居 に移 った。末娘 ズザ ナ

(Zuzana)の み がイ スラームへ改 宗 してお り,そ の ほかの2人 の娘 は改宗 を拒否 し,

食 事 を一緒 に とれないな どの理 由 もあ りスラ ッの家 に住 んでいた。

ゴム採 液作業 をほ とん ど行 なわず,村 の外 での 日雇 い労働 を行 なっていたが,イ ス

ラーム改宗後 は,日 雇 い労働 で さえ もほ とん ど行 なわな くなった。宗教局 か らの援助

で生活 していた。

ス ィウはテ ィカ ッ派 である。 イスラーム改宗後,村 の集 ま りにほ とん ど顔 を出す こ

とはな くなる。 困窮生活 か らの脱却 をはかって,軽 い気持 ちでイスラームに改宗 した

のであろ うが,思 わぬ反発 を招 いて本人 も困惑 している といった状況 であった。 ス リ

は 自分 の意志 で改宗 したのであろ うが,そ れに引 き続 いて改宗 したス ィウにはムス リ

ム としての 自覚 はない ようであった。以前 と変 わ らぬ生活 を続 けて,そ れが逆 に反発

を招 く原 因になっていた。援助金が な くな ると,「 イス ラー ムを辞 めたい」 と漏 らす

ようになった。 ス リも 「イスラームを辞 めたい」 と言 い始 める ようになった。彼 らに

とって,イ スラームへ の改宗 とは,現 金獲得 の手段 なのである。

ドリア ン収穫 は,ス ィウ夫婦が イスラームへ改宗 して,ド リア ン果樹 園の収穫権 を

スラ ッか ら剥奪 されたので,ス ィウのイスラームへ改宗 していない娘 たちが代 わ りに

収穫i作業 を行 なっていた。

ス ィウ とス リは,こ れ まで何度 も 「離婚 ・再婚 」 を繰 り返 していた。2002年 に再

訪 した ときには,「 離婚」 していたが,2003年 に は 「再婚」 してい た。

6.4バ ダ ッの 親 族 群

No.31か らNo.33は バ テ ィン ・ボ ンス と第2妻 との問の息子バ ダ ッ(Badak)の 親
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族 群で ある。バ テ ィン ・ボ ンスの 第1妻 の子供 た ちは,ム ン トゥリ ・レワ ッ トやバ

テ ィン ・ジ ャング ッ トの母 である。 バテ ィン ・ボ ンスは姉 である第1妻 の死後 妹 と

結婚 したのである。バ ダッは称号保有者候補 であったが,能 力が な く,称 号 を継承す

る ことがで きなかった。息子 ロ ンゴッは狩猟 の腕前が一流 である一方,ゴ ム採液作業

を嫌 がる傾 向が 強い。 この親族群 の人び との多 くは,貧 困化 し,キ リス ト教 に改宗 し

ている。

No.31

カ サ イ(Kasai)は パ ハ ン州 出身で,結 婚時 にPanglimaDatangの 称 号 を与 えられた。

この家族 は,ゴ ム園 を所有 しているに もかかわ らず,ゴ ム採液作業 の仕事 を していな

かった。 ゴム園は 「賃貸」 している。世帯調査 当時,華 人に よる 日雇 い労働 や村 の外

での賃金労働 を行 なっていた。 そ して,ラ タン採取 な どの森林産物採取 の仕事 に従事

してい た。 ゴム採液作 業 を しない こ うした家族 の場合 に も,ド リア ン収穫 は してい

た。

世帯調査 当時,カ サ イは夢 でキ リス ト教へ改宗す る ようにお告 げを受 けた と話 して

いたが,実 際には3年 以上 も前 か らキ リス ト教へ改宗 していた。 この ことを公言す る

ようになったのは,1998年3月 の ことである。妻 マ ッ(Mak)の 弟 ウカイ(Ukai)は,

す で にキ リス ト教へ改 宗 してお り,ブ ラナ ンでキ リス ト教 宣教 活動 を行 なっていた。

ウカイに勧誘 されて改宗 したのである。

カサイ夫婦 に子供 はで きず,No.37の ポ ラン(Polan)の 妻 サ リ(Sari)の 弟 にあた

る ジャス ミザ ム(Jasmizam)や ウ カイの息子 バス リ(Basri)を 養 子 に してい る。彼

らも両親 と同様 に,ゴ ム採 液作業 はせず,日 雇 い労働 や森林 産物採取 の仕事 を してい

た。
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No.32

バ ダ ッ(Badak)は バ ティ ン ・ボ ンス(BatinBongsu)の 息 子 で,バ テ ィン ・ジ ャン

グ ッ トらと同一 の母系 出 自集 団の成員 である。本来 な らば何 らかの称号 を保有 してい

るはず の人物 であるが,そ の才覚が なか った。 ゴム採液作業 はせず,ゴ ム園 を 「賃貸」

している。彼 自身は 日雇 い労働 を ときどき行 なっていた。子供 たちの家 の裏 に簡素 な

小屋 を建 てて住 んでいる。世帯調査 当時には 「無宗教」 としていたが,娘 マ ッと同様

にキ リス ト教 に改宗 している ことが後 に判 明 した。 キ リス ト教改宗 を公言 してか らは

息子 ウカイの もとで生活す る ことが多 くなった。

バ ダ ッの最初 の妻 トゥワ(Tuwa)は ア キ ・マイ ンの妻 の妹 であ り,No.56の ル ン

プ ッ ト(Lumbut)の 母 である。彼 らの間には子供が で きなかった。 ル ンプ ッ トは トゥ

ワの連 れ子 である。2番 目の妻 リンジ ン(Linjin)の 問 には子供が3人 い る。

バ ダッ夫婦 や娘 マ ッ夫婦 のキ リス ト教へ の改宗 は,困 窮生活 のため と考 え られてい

る。

No.33

ロ ン ゴ ッ(Longgok)は バ ダッの息 子で ある。妻 ダ(Da)は ア イル村 出 身であ る。

両親 やキ ョウ ダイが キ リス ト教 に改宗 しているに もかかわ らず,彼 の家族 だけはキ リ

ス ト教 に改宗 しなかった。彼 もまた ゴム園を 「賃貸」 して,日 雇 い労働 や森林 産物採

取 の仕事 に従事 していた。彼 の ように,困 窮生活 のため,借 金が増 え,そ の返済 のた
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めにゴム園を 「賃貸」するという人は意外に多い。つまり,「賃貸」には2種 類あ り,

ゴム園が余っていてゴム採液作業の人手がいなくて貸す 「賃貸」 と借金の担保 として

の 「賃貸」があるのである。借金の担保 としての 「賃貸」の場合,重 要な現金収入源

を失 うことになり,困 窮生活に拍車をかける結果 となる。

ロンゴッは,森 で生活するための技術には長けており,バ ティン ・ボンスやバティ

ン ・スグモッの末喬 らしく,「森の民」の時代ならばリーダーになれた男である。 し

かし,事 務能力や外部 との交渉能力などを必要 とする現在のリーダー像 とは一致 しな

い0

6.5ム ン トゥ リ ・グ ム ッの 親 族 群

No.34か らNo.38は,バ テ ィ ン ・ボ ンス の娘 ウバ ッ ト(Ubat)の 子 孫 の親 族群 で

あ る。No.13か らNo.25と 共 に,ピ ンダー を祖 とす る母 系出 自集 団の一翼 を形成 し

ている。 したが って,ム ン トゥリやジェクラーの称号保有者が いて,彼 らが この親族

群 の リーダー となってい る。 しか し,テ ィモ(Timo)は キ リス ト教 へ改宗 して村 を

出てい き,バ ンコンの妻 ビルはイスラームへ改宗す るな ど,宗 教 問題 を抱 えているグ

ループである。

図13No.34か らNo.38

No.34

バ ン コン(Bangkong)はPanglimaMudaの 称 号保有者 である。バ ダッと同様 に,本

来な らば何 らかの高位 のア ダッ ト ・リー ダーの称号 を継承す る立場 にあるが,そ うな

れなかったのは,継 承す るための個 人的資質に欠 けていたためである。 ゴム園を比較

的多 く所有 しているが,そ れ らを 「賃貸」 していた りして十分 に活用 していない。

272



信 田 ドリア ン・タワール村 の生活世 界

ビル(Biru)は イ ス ラーム改宗の決意 を して,そ の ことが原因でバ ンコ ンと離婚 し

た。 しか しその後,バ ンコンと暮 らす ようになった。 この ことにつ いては,拙 稿(信

田1999a)を 参 照。 ビルはNo.9の マ ンク ・ハシムの母系 出 自集 団出身であ り,息 子

ヤ ンをNo.12に 養 子 に 出 してい る。 しか し,彼 女 の イス ラーム改宗 を契機 として,

この母系 出 自集 団 とのつ きあいは途絶 えた。

息子 イ ンパ ス(Impas)は ア カ イ村 に婚 出 したが,ゴ ム採 液作業 の仕事 を ドリア ン ・

タワール村 で行 ない,生 計 をたててい た。息子の ホビ(Hobi)は マ ラカ州のブキ ッ ト ・

パ ヨン村 に婚 出 した。バ ンコンのキ ョウ ダイ とブキ ッ ト ・パ ヨン村 の間には,い くつ

かの姻族 関係が見 られる。娘 たちはそれぞれ,パ ハ ン州 やヌグ リ ・ス ンビラ ン州 のル

ンバ ウ(Rembau)に 婚 出 した。 「その後⊥ 娘 イ ンダー(lndah)は サバ 州出身の カダ

ザ ン男性 と結婚 した。

No.35

ム ン トゥリ ・グム ッ(MenteriGemuk)は バ ンコンの実弟 である。Menteriの 称 号 を

保 有 している。 これ までPanglimaTunggalやJekerahな どの称号 を保有 して きた。妻

デ ッ(Dek)は 同 じジ ェルブ(Jelebu)の ク ラカ村(Kg.Kelaka)の 出 身であ る。バ ン

コンの妻 ビルの弟 は同村 のバ テ ィンである。 また,ム ン トゥリ ・グム ッの姉 の娘夫婦

もまた同村 に住 んでいる。 ム ン トゥリ ・グム ッとクラカ村 の問には,ジ ェナ ン ・ミサ

イ と ドゥス ン ・クブール村 の ような関係が ある。
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世帯 調査当時,息 子 ス ィラン(Silan)は 隣村 のギ ラン村(Kg.Gelang)の マ レー人

女性 をレイ プ した罪 によって,6年 間刑務所 に入っていた。妻 レハ(Leha)や 子 供が

いる彼 がなぜ マ レー人の娘 をレイプ したのか,村 の人び とは首 を傾 げていた。 ス ィラ

ンは酒飲 みであった。 レハはブキ ッ ト ・パ ヨン村 出身で,夫 の出所 を この家 で待 って

いた。出所 したス ィラ ンは,「 その後」,マ レー人を殴打 し,ふ たたび刑務所 に入 った。

そ して,出 所後,ク ラカ村 に移住 した。

息子 スマ ン(Seman)は 祖 父イチ ャン(Ichan)の ゴム園で採液作 業 を していた。「そ

の後」,ロ ンゴッの娘(No.33)と 結 婚 した。 イチ ャンは娘 ティモ(キ リス ト教 改宗者)

の いるスラ ンゴール州 のプロガ(Beroga)で 過 ごす こ ともあった。

ム ン トゥリ ・グム ッはバ テ ィン ・ジ ャングッ トの忠告 に従 い,ゴ ム採液作業 の仕事

に従事す る。彼 らキ ョウダイのなかではただ1人 バテ ィン ・ジ ャングッ トの忠告 に従

う人物 であ る。 しか し,ム ン トゥリの称 号 を継承 す るにあた ってバ テ ィン ・ジ ャ ン

グ ッ トか ら与 え られた ドゥス ン ・イ ラム(DusunIlam)と い うプサカ(pusaka:継 承

財)の ドリア ン果樹 園 を維持 で きなかった。 これは,こ のキ ョウダイ特有 の 「せ っか

くの財 をうま く活用 で きない」 とい う性 質 を示 している。 ドゥス ン ・イラムは,「 そ

の後」,ゲ ンレー(No.20)が 管 理 を引 き継 ぐこ とになった。

バ テ ィン ・ジ ャング ッ トは このキ ョウダイを指 して,政 治 的 リー ダーシ ップや体力

はあるが,経 済力が ない と評 していた。農作業 や森 の生活 を行 な う上 での個人 的能力

には優 れているのだが,そ れを経済 と結 びつける能力が欠 けているのである。 困窮生

活 は していないが,多 くの財 を保有 しているに もかかわ らず,バ テ ィン ・ジ ャングッ

トやジェナ ン ・ミサイ,マ ンク ・ハ シムの ように富 を蓄積 で きないのは,こ のあた り
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の農業経営能力 に原 因が あるのか もしれない。

No.36

ジ ェ クラー ・アサ ン(JekerahAsang)は,ム ン トゥリ ・グム ッの実弟で ある。 ム ン

トゥリ ・レワ ッ トの死 に ともなって空位 とな ったム ン トゥリの称号 をめ ぐる人選が,

バ テ ィ ン ・ジ ャ ングッ トを中心 に行 なわれた。ム ン トゥ リ ・グム ッ(当 時 はジ ェク

ラーであった)を ム ン トゥリに昇格 させ る ことはす ぐに決 まったが,ジ ェクラーの継

承者 をめ ぐって議論が あった。候補者 の3人 は,バ ンコン,ジ ェクラー ・アサ ン,バ

ニ ン村 に住 むボ ン(Bong)の キ ョウダイであ った。 その うち,バ ンコンは妻 の イス

ラーム改宗 や妻 との離婚 をめ ぐる トラブルで候補者 か らはず された。 ボ ンはバ ニ ン村

に婚 出 してお り,愛 想が な く評判 の よくない彼 の妻が ドリア ン ・タワール村 に移住す

る ことにワ リスの女性 たちの問で抵抗が あった。消去法 でジェクラー ・アサ ンが残 っ

たが,ジ ェクラー ・アサ ンにはほ とん ど経 済力が な く,「 コンデ ンス ・ミル クで さえ

も,も らい に来た」 とマ ニ ョ(No.19)が 難 色 を示 していた。 しか し,結 局,こ うし

た経済力 は本 人の今後 の力量 に任せ る とい うことで,ジ ェ クラー ・アサ ンが継承す る

ことになった。

ジ ェクラー ・アサ ンはバニ ン村 に婚 出 してい たが,妻 子 を伴 って帰 って きていた。

妻 カマ(Kama)は バ ニ ン村 出身である。 キ リス ト教 に改宗 して村 を出ていった姉 テ ィ

モの家 に住 んでいる。

ジェクラー ・アサ ンは,ゴ ム園を 「賃貸」 してその収入 で生計 を立 てている。 それ

は困窮が原 因である とは言 えない。 む しろ,テ ィカ ッの 「賃貸」 のや り方 を模倣 した

のである。 ジェクラー ・アサ ンはテ ィカ ッ派 であ り,テ ィカ ッの 「仕事」 を手伝 って

いた。テ ィカ ッのコ ミッシ ョンのお こぼれ と,「 賃貸 」か らの収入 な どでか ろう じて

生計 をたてていた。 こうした生業 の仕方 は,バ テ ィン ・ジ ャング ッ トが推奨す る仕方

とはほ ど遠 い ものである。
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No.37

ポ ラ ン(Polan)は オ タ(No.1)の 実 弟であ る。ポ ラ ンの兄 ス リ(Seli)は キ リス

ト教へ改宗 した ことが原 因で,ド リア ン ・タワール村 を出てシ ンパ ン ・プル タン村 に

移住 した。ス リの妻 はポ ランの妻サ リ(Sari)の 姉 で ある。 つま り,兄 弟 と姉妹が結

婚 して いる ことにな る。 ス リ夫 婦 のゴム園 はポ ラン夫婦 が継承 してい る。 ポ ラ ンは

テ ィカ ッ派 である。

サ リの両親 はキ リス ト教 へ改宗 し,母 親 テ ィモ(Timo)(ム ン トゥリ ・グム ッらの

姉)は 父親 ク ドッ(Kudok)の 出 身村 に移住 した。サ リとキ リス ト教へ改宗 した家族

の間には,つ きあいが ない。

この ように,キ リス ト教改宗 とい うの も,イ スラーム改宗 と同様 に,彼 らの村 の権

力 関係 や親族 関係 に重大 な影響 を与 えている。公 には,キ リス ト教徒 ムス リム,無

宗教者 の問には,儀 礼 な どの親族 を基盤 とした関係が途絶 えている。村 内が分裂 して

いた り,キ リス ト教 の村 と無宗教 の村 では没交渉 であった りす る。

No.38

カ ナ(Kana)は ポ テ ー(No.26)の 息 子 で あ り,妻 エ サ ー(Esah)は ム ン ト ゥ リ ・

グ ム ッ ら の 姉 イ ヤ ッ(lyax)の 娘 で あ る 。 妻 エ サ ー の キ ョ ウ ダ イ に は,No.21の コ ン
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チ ョン,No.42の ア リフ,No.45の ク ダイの妻マ ラ(Mara)が い る。

カナはテ ィカ ッ派 であ り,テ ィカ ッにな らって,ゴ ム園の一部 を 「賃貸」 してい る。

世帯調査 当時には,時 々,日 雇 い労働 に出ていた。 ゴム採液作業 は もっぱ ら妻エサ ー

の仕事 であ った。 「その後」,テ ィカ ッがUMNOの 支 部長 を辞 めた後,支 部長 に就任

した。

妻 エサ ーの異父妹 ロスマ ー(Rosmah)が 同 居 していた。彼女 は ジ ョホール州のバ

トゥ ・パハ ッ ト(BatuPahat)の 工 場 で働 いていた。彼女 の父 は華人 である。母 イヤ ッ

と華 人男性 との問にで きた子供 である。 「その後⊥ マ レー人 と結婚 して,イ スラーム

へ改宗 した。 自ら置 かれた境遇 に負 ける ことな く凛 として生 きる彼女 の生 き方 に,村

の女性 たちは同情 的であった。通常 のイスラーム改宗者 とは異 な り,イ スラームへ改

宗 した後 も村 の人び ととの親 しい関係 を維持 していた。

エサ ー とサ リ(No .37)や そ の妹 ノルマ ー(No.22)は ドゥス ン ・トゥ トゥー(Dusun

Tutuh)の 継 承者 であ る。ノルマーはアル との離婚後,そ の権利 を失った。 ドゥス ン ・

トゥ トゥーでの ドリア ンの収穫権 は彼女 らが所有 している。

6.6ジ ェ ク ラ ー ・ポ ヤ ンの 子 孫 の親 族 群

No.39か らNo.42は,追 放 され たジ ェクラー ・ポヤ ンの妻 とその妹の子孫 た ちで

ある。彼 らはバテ ィン ・ジ ャングッ トに頼 んで,ド リア ン ・タワール村 に移住 して き

た。最後 に述べ るアキ ・マイ ン派 の人 び とは,彼 らと近 い親族 関係 にある人 び とであ

る。

図14No.39か らNo.42
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No.39

バ ン リ(Bangli)の 夫 エ ディ(Edy)は イ ン ドネシア人(ジ ャワ人)の 出稼 ぎ労働

者 であ った。1991年 に 結婚 し,1997年4月 に離婚 した。 エデ ィがバ ンリと結婚す る

際には,エ デ ィが村 のア ダッ トに従 うとい うことで村 の人び とと良好 な関係 を築 いて

いたが,そ の後,彼 自身が ムス リム とい うこともあ り関係が悪化 し,離 婚 と同時にエ

デ ィは村 を出ていった。

バ ンリの母 は ,ピ トゥッ ト(pitut)で ア キ ・マ インとキ ョウダ イである。シ ンパ ン ・

プル タン村 に住 んでいたが,バ テ ィン ・ジ ャング ッ トに頼 んで,ド リア ン ・タワール

村 に住 む ようになった。 バ ンリの父は イン ド人 であ り,彼 女 の名前 もバ ングラデシュ

に由来す る。

ルナス(Lunas)(No.40)と は,異 父姉妹 である。彼女 たち姉妹 は,バ テ ィン ・ジ ャ

ング ッ トか ら与 え られた ゴム園や ドリア ン果樹 園 な どを大事 に してお り,「 賃貸」 な

どは行 なっていなかった。

ゴム採 液作業以外 に も,バ ナナを売 った り,お 菓子 を作 ってフ.ルタンや村 の人 び と

に売 った りす るな ど,小 銭稼 ぎが好 きな女性 である。 こうした商売根性 はイ ン ド人で

ある父親 ゆず りだ としば しば噂 されていた。

2002年8月,デ ング出血熱 に よって娘が 亡 くなった。父親 であ るエ デ ィが葬式 に

来て,大 泣 きした。エデ ィは近 隣のマ レー人女性 と再婚 していた。 しば らくして,バ

ンリはオラ ン ・アス リ男性 と再婚 した。

No.40

ル ナ ス(Lunas)の 父 親 ポヤ ン(Poyang)は か つて ジェクラーの称号 を保有 していた。

しか し,ポ ヤ ンは当 時の バ テ ィ ン ・ドゥラマ ン と争 い,村 を出 てい った(Baharon

1973)。 ポ ヤ ンが亡 くなった後,未 亡人であ る ピ トゥッ トはバ ティ ン ・ジ ャング ッ ト

に懇願 し,ド リア ン ・タワール村 に住 む ようになった。 ルナス とバ ンリの ゴム園や ド
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リア ン果樹 園は,バ テ ィン ・ジ ャング ッ トの所有地 の一部 を譲 り受 けた ものである。

ルナス は長 ら く独 身であ ったが,1997年4月 にス レンバ ンの華 人 と結婚 した。適

齢期 を過 ぎたオラ ン ・アス リ女性が しば しば老齢 に達 している華人男性 と再婚す る と

い うことの一例 である。独 身で子供が いない と思 ったか らであろ うか,母 親 の姉妹 の

娘 であ るボ ン(Pong)(No.41)の 子 供 を養子 と して育て ていた。 しか し,彼 コタウ

(Kotau)は しば しば 「狂気の状態(gila)」 に なっていた。 この 「病 い」 のために,婚

約直前 で相手 か ら婚約 を破棄 された ことが ある。

1995年 頃 に,村 びとのイ可人 かが,集 団 ヒステ リー(gila)に な った こ とが ある。 こ

の ような状態 になったのは,男 性 は コタウだけで,女 性 はクダイ(No.45)の 妻 と娘,

ア ジ ョイ(No.28)の 娘,ア ドゥナ ン(No.46)の 娘 であった。 また,精 霊 が体の な

か に入 り(hantumasuk;tegor),何 も か も忘 れて しま う病気(rupa)に な った経験 の

ある人はウカル夫婦(No.19),バ チ ェ(No.12),ア ジ ャム(Ajam)(No.43),ロ ドー

(Lodoh)(No.60),チ ャ マイ(Camai)(No.44),エ ジ ャ(Eja)(No.62),ユ ウ(Yu)

(No.16)な どで,男 性 や女性が入 り交 じっている。

かつ てム ン トゥリ ・グム ッとの結婚話が あったが,ル ナスか ら断った と言 われてい

る。 「あの とき断 らなけれ ばこんな ことにな らなかったの に」 とい うのが最近の ジェ

ナ ン ・ミサ イのルナスにつ いての話 である。夫 である華人男性 は相続 をめ ぐる争 いに

巻 き込 まれ,娘 を レイプ した罪 で刑務所 に入 る ことになった。 「その後」,コ タウはキ

リス ト教へ改宗 し,正 気 を失 った状態 のなかで,農 薬 を飲 んで死 んで しまった。 そ し

て,妹 バ ンリとの仲が悪化 して,絶 縁状態 となった。 ム ン トゥリ ・グム ッと結婚 して

いれば,こ んな不幸 な 目にあ うことはなかった とい うのが,ジ ェナ ン ・ミサ イの主張

なのである。
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No.41

ボ ン(Pong)は ル ナス(No.40)と イ トコ どうしである。母親 どう しが キ ョウダイ

であ る。双子 の息子 の1人 コタウをルナスの養子 に した。 ボ ンはカリム(Karim)と

い うス ムライ(Semelai)の 男 性 と結婚 してい た。一 時,ア キ ム(Akim)と い う男性

と一 カ月 間過 ご した ことが あ り,コ タウ とア ミール(Amir)は ア キム との問 にで き

た子 供で あ る。彼 らが ドリア ン ・タワー ル村 に移住 して きた の は,ル ナス の母 ピ

トゥッ トにつ いて きたか らであ る。娘 サエ ダー(Saedah)は ア リフ(No.42)の 妻 で

ある。

娘 ナー(Nah)は 未 婚 であ り,世 帯調査 当時 は,ゴ ム採液作 業の仕事 を していた。

ゴム をアマ ンの ゴム仲買 店 まで運搬 す るの は,弟 ア ミー ルの仕事 で あっ た。「そ の

後⊥ グ ンテ ィン ・ハ イラ ン ドにあ るホ テルの レス トランの皿洗 い として,ハ ジター

(No.19)と 共 に働 きに出た。「その後」,ナ ーは ミロン(No.13)と 結 婚 した。 ミロ ン

は この家 に住 む ようになった。

ナ ーの妹 ス リアー(Suriah)は 結 婚 していて,夫 エ ンゴ(Enggo)は ス ラ ンゴール

州 のパ ンスー ン村(Kg.Pansoon)の 出 身であ る。バ ティ ン ・ジ ャ ングッ トの娘ス ハ

イナ(No.14)の 夫 も同村出身であ り,彼 らの結婚式 にはエ ンゴも出席 していた。

No.42

ア リ フ(Arif)は コ ンチ ョン(No.21)や エ サ ー(No.38)と キ ョウ ダイで あ る。

コンチ ョンは 「間違 った結婚」 を理 由に称号 の継承権 を失 ったが,ア リフはPanglima

Perangの 称 号 を継承 した。隣家 の ク ダイ(No.45)の 妻 マ ラは彼 らの姉 で あ る。兄

ジ ャハ リ(Jahari)は ドゥス ン ・クブール村 に婚出 していた。
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ア リフはいわゆるテ ィカ ッ派 であるが,ほ とん どのテ ィカ ッ派 と同様 に,積 極 的に

テ ィカ ッに与 しているわけではない。 しか し,世 帯調査 当時は,テ ィカ ッと同様 にゴ

ム園を 「賃貸」 し,自 らは狩猟 や森林産物 の採取 の仕事 を していた。森 での生活技術

に長 けているア リフだが,外 部 との交渉能力 はない。

サエ ダー(Saedah)は ボ ン(No.41)の 娘 であ る。息子サ ンカム(Sankam)は ア マ

ンの ゴム仲買店 で働 いていた。 しか し,「 そ の後」,サ ンカムは イスラームへ改 宗 し,

ア ンコッ ト(No.50)と 結 婚 した。 イスラーム改宗者 となったサ ンカム は,村 の人び

ととの交流が な くなって しまった。

サ ンカムの弟サ リム(Salim)は,バ ニ ン村 の寄宿 舎 に寝泊 ま りして小学 校 に通 っ

ていた。 プルタ ン(Pertang)の 中学校 に入学 したが,す ぐに学校 に行か な くな った。

「その後⊥ サ リムはブキ ッ ト ・パ ヨン村 の女性 と結婚 した。 そ して,ミ ロ ンの結婚式

では,酔 っ払 って トラ ックを動 か し,電 柱 にぶつ かる事故 を起 こした。

6.7ア リ の子 孫 の 親 族 群

No.43か らNo.55は,ア リ派の 人び とで ある。ア リの子 供 はそれぞれバ テ ィ ンと

ジェナ ンの称号 を継承 したので,ド リア ン ・タワール村 に留 まる ことになった。 そ し

て,ア リ派 の子孫 もまた ドリア ン ・タワール村 に住 んでいる。 ア リが マ レー人の父 を

持 っていた り,ジ ェナ ン ・キチ ョイが マ レー人女性 と結婚 していた り,と いった よう

にマ レー人 との関係が見 られる。 イスラームへ改宗す る人び とが多 い。 いわゆる 「下

の人び と」 の中核 である。

No.43

ア ジ ャム(Ajam)は ク ダ イ(No.45),カ ト ゥップ(No.44),ハ ジ ・コニ ン(No.

52),エ ン タ ッ(No.53),ウ レ ッ(No.10)ら と キ ョウ ダ イで あ る。「狂 人(orang
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図15No.43か らNo.55

gila)」 と言 われてい る人で,左 手の成長が止 まってい る病気(cacak)で あ る。

世帯 調査 当時 は,ク ダ イが 生活 の面倒 を見 て いた。新 しい小 屋 をバ ンコ ン(No.

34)の 家 屋 の北側 につ くって住 んでいた。生活 に困窮す る と,親 族 らが米 やお金 を与

えていた。時々(満 月に近 い とき),真 夜中 に村の なか を俳徊 した。本人いわ く,「 オ

バ ケが襲 って くるか ら逃 げているのだ」。

アマ ン(No.9)が 彼 に草取 りなどの 「仕事」 を与 えて,働 かせていた こともあ った。

面倒 を見 て くれる姉 がい るとい うシ ンパ ン ・プルタ ン村 まで,約10キ ロ メー トルの

道 をしば しば歩 いて出かけていた。

かつて,ド リア ンの収穫 時期 に,祖 父 ジェ クラー ・ア リが アジ ャムに与 えた ドリア

ン果樹 園の ドリア ンを彼 は仲 買入 に売却 し,バ スを乗 り継 いでクアラ ・ル ンプール ま

で出かけ,現 金 を使 い果 た し憔惇 している ところを警察 に保護 された ことが ある。 ク

ダイ らは心配 して探 したが見 つか らず,ク アラ ・ル ンプールのオラ ン ・アス リ局 か ら

連絡 を受 けては じめて所在が分 かった。 それ以来,ア ジ ャムには大金 を持 たせ ない よ

282



信田 ドリアン・タワール村の生活世界

うに とク ダイが現金 の管理 をす る ようになった。 といって も,ア ジ ャムの収入 は,せ

いぜ い ドリア ン収穫 の収入 だけなのだが。

アジ ャム と耳が 聞こえないボ ロ ッ(Bolok)(No.27)が2人 で森 に入 り,行 方不 明

にな った ことが ある。 アジャム は人声 がす る と逃 げ,ボ ロ ッは呼 びか けが 聞 こえな

かった。水 を飲 んで しのいだのか,見 つ かった時は2人 とも目を真 っ赤 に しで縢埣 し

きっていた。

アジ ャムの話 を理解 で きるのは,ア マ ンやクダイな どに限 られていた。村 の人 び と

で も,頻 繁 に接 していない とアジ ャムがイ可を話 しているのか理解 で きなかった。 それ

で も,精 神病 院に入 院す る ような こともな く,村 で生活 していた。

No.44

カ トゥップ(Katup)は ク ダイ(No.45)ら とキ ョウダイである。妻チ ャマイ(Camai)

は ブ ジ ャン(Bujang)ら とキ ョウダイであ る。 カ トゥップの父バ ティ ン ・ドゥラマ ン

とチ ャマ イの父 ジェナ ン ・キチ ョイはキ ョウダ イで ある。 したが って,彼 らの結婚

は,い わゆる父方平行 イ トコ婚 であった。

カ トゥップはゴム採 液作 業 をせず,プ タイなどの森林 産物採 取の仕事 を していた。

ウ レッ(No.10)と 共 に行動 す ることが多 かった。酒飲 みであ る。一方,チ ャマ イは

「軽 度の精神病(sewel)」 と言 われて いて,家 にい る よ りも ドリア ン果樹 園につ くっ

た小屋 に住 んでい ることの方が多 かった。娘 トゥタス(Tetas)は ポ テー(No.26)の

息 子 ヤ ップ(Yap)と 結 婚 して お り,家 計 の中心 は彼 らに移行 していた。「その後」,

彼 らはキ リス ト教へ改宗 した。

娘 タマー(Tamah)は ブ キ ッ ト ・ランジャン村 の男性 と結婚 し婚出 してい たが,夫

ア フマ ッ ド(Ahmad)と 共 に村 に帰 って きた。 ブキ ッ ト ・ラ ンジャ ン村 では生活す る

のが難 しかった らしい。
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No.45

ク ダ イ(Kedai)は バ テ ィン ・ドゥラマ ンの息子 で,PanglimaHelangPanasの 称 号

保 有 者 であ る。「上 の人 び と」 に従 ってい る。 ウ レッ(No.10),カ トゥ ップ(No.

44),ア ジ ャム(No.43)と は 同母同父キ ョウダ イ,エ ンタッ(No.53)や ハ ジ ・コニ

ン(No.52)と は異母 同父キ ョウダイで ある。 バテ ィン ・ドゥラマ ンには4人 の妻が

いたのである。

妻 はア リフ(No.42)ら の 姉マ ラであ る。彼女 は 「狂 人(oranggila)」 と言われ て

い る。息子 アデ ィナ ン(Adinan)は 「唖者(bisu)」 で,精 神 を病 んでい た。 また娘

ロズ ィ(Rozi)も 「狂気 の状態(gila)」 に なった経験があ る。

ロズ イの夫 ラテイ ップ(Latip)は ス ム ライ(Semelai)で あ る。両親 はイス ラーム

へ改宗 した。彼 自身は改宗 しなかった。長期調査期 問の後半 ,彼 ら夫婦 は コンチ ョン

(No.21)の 家 の裏 に新居 を建 設 した。水 は コンチ ョンの家 か ら借 りている粗 末 な家

であ った。「その後」,PPRTに よ る家屋提供 を受 けた。 ロズィ とラテ ィッフ.夫婦 の よ

うに,子 供が生 まれる ころになる と,娘 夫婦 あるいは息子夫婦 は親夫婦 との同居 をや

めて,新 居 を構 えるこ とが多い。 ラテ ィップは クダイの ゴム園や アマ ン(No.9)の

ゴム園の採液作業 をす る ことに よって,家 計 を補 っていた。

バハ リン(Baharin)は 婚 出 していた。「その後」,ス ディ(Sudi)は ク アラ ・ル ンプー

ルへ 出稼 ぎに行 くようになった。「外 の仕事」 も経験 してイ可で もで きる ような男 にな

りたい と彼 は語 ってい た。ザ キアー(Zakiah)は 成 績 が優 秀で大学 などへ進学 で きる
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ほ どの学力が あるのだが,「 ザ キアー と一緒 に寝 ない と眠れ ない」 と母親が手放 さな

いo

No.46

ア ドゥナ ン(Adunan)は バ ンコ ン(No.34),ム ン トゥリ ・グム ッ(No.35),ジ ェ

ク ラー ・アサ ン(No.36)ら の キ ョウダイであ る。1994年 に イス ラー ムへ改宗 した。

テ ィカッ派 である。ブ ン トゥ(Buntu)は ブ ジ ャン らとキ ョウダイで,父 親は ジェナ

ン ・キチ ョイである。娘ペ レ(Pere)は ニ ライ(Nilai)近 郊 のス ンガイ ・マハ ン村(Kg.

SungaiMahang)の 男 性 と結婚 しよ うとしたの だが,ペ レの方 は男 性 に妻 がい るこ と

を知 らず,男 性の方 は彼女 がイス ラー ムに改 宗 してい るこ とを知 らなか った。1996

年12月 に結婚式 をア ドゥナ ンが ジェナ ン ・ミサ イにア ダッ ト会館 で行 ないたい と申

し込 んで きた ようであるが,イ スラーム式 の結婚式 はで きない としてジェナ ン ・ミサ

イは断 った。娘 メ ラー(Merah)は 母 ブ ン トゥの弟ポ ン ド(Pondo)と 「結婚 」 し子

供が2人 いた。 この 「結婚」 につ いては拙稿(信 田1999b;2002)を 参 照。

ゴム採液 作業 の仕事 を していたが,ニ ワ トリ小 屋の プロジ ェク トを受 ける ように

な って か ら,ゴ ム園 を 「賃貸」 し,ラ タ ンなどの森 林産物採 取の仕事 をす る ように

な った。 末娘 を華 人幼稚 園 に通 わせ て いた。 イス ラー ム改 宗 後 も兄 バ ンコン(No.

34)と のつ きあいが続 いていて,バ ンコンの妻 はイスラームへ改宗 した。

No.47

ブ ジ ャン(Bujang)は ジ ェナ ン ・キチ ョイの息子 であ り,キ ョウダ イが チ ャマ イ

(No.44),ブ ン トゥ(No.46),ポ ン ド(No.46),ド イ ェス(Doyes)(No.47),ハ パ

ム(Hapam)(No.49)で あ る。そ の他 の キ ョウダイは ドゥス ン ・クブー ル村 に住 ん
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でお り,い ず れ もイスラームへ改宗 した。

ブジ ャンは ドイェスやハパ ム と共 に,「 上 の人び と」 に従 っている。 しか し,ゴ ム

採液作業 は行 なわず,プ タイな どの森林 産物採取 の仕事 を していた。 父ジェナ ン ・キ

チ ョイが遺 した シア ラン地域 の ドリア ン果樹 園 は,ブ ジ ャンや ドイェス(No.48),

テ コ ッ(Tekok)(No.50)(彼 女 は ブジャ ンらの キ ョウダイ とは異母 同父 キ ョウダイ

である)が 継承 していた。

ブ ジャ ンは耳が遠 い し,視 力 が弱い。妻 コン(Kong)は パ ハ ン州 出身であ る。 し

ば しば コンの弟(酒 飲 み)が 訪れていた。長女 マサ ー(Masah)は ドイェスの養女 に

なっていた。

No.48

ドイ ェス(Doyes)は ジ ェナ ン ・キチ ョイの娘 でブ ジャ ン(No.47)ら とキ ョウダ

イである。長 らく未婚 であ り,ブ ジ ャンの娘 マサ ーを養女 としていた。 しか し,夫 ア

ヤ ップ(Ayap:本 名 で は ない)と 結 婚 した。 アヤ ップはス レンバ ン出 身の華 人で,

森 林 伐採業 な どの さまざまな事業 を このあた りの地域 で行 なっていた。世帯調査 当時

は,油 ヤ シ ・プランテーシ ョンの請負業者であ った。 ルナス(No.40)と 同様 に,老

齢 の華 人男性 と適齢期 を過 ぎたオラ ン ・アス リ女性 の結婚 の一例 である。
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